
会 議 録（グループホームよしだ運営推進会議） 

作成日：令和 5年 7月 31日 

期 日 令和 5年 7月 31日(月) 時 間 - 

場 所 新型コロナウイルス感染症拡大予防の為、書面にて開催 

出席者 

(7人) 

利用者・家族 １名 

地域住民代表 ２名 

糸魚川市職員 １名 

その他関係者 １名 

施設スタッフ ２名 

 

会議要旨 

議題 

(テーマ) 

① 前回会議以後の活動内容・サービス提供の報告 

② ヒヤリハット報告 

③ 自己評価報告 

④ 意見交換 

① 前回会議（令和 5年 5月 30日）後の活動内容・サービス提供の報告 

   ○利用状況（7月 31日現在） 

    ・入居者数 9名、平均年齢 87.4才、平均介護度 2.0 

    ・入居申し込み状況（入居待機者数）2名 

○入居者様の動向 

 ・96歳男性食事摂取不良、よしだ病院にて入院加療のため退居となる。 

・85歳女性入居。 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、入居者様の家事活動（調理）の中止、 

食堂テーブル上に仕切りを設置中。 

・室内対面での面会は中止。但し、玄関先でスクリーン越しの面会は実施している。 

・限定的な外出として、職員又はご家族同行により専門医療機関の受診を実施。 

   ○行事報告 

＜老健合同＞ 

     感染症対策として中止。 

＜グループホーム＞ 

 あじさい製作（貼り絵） 

 入居者様誕生会（希望メニュー煮魚提供） 

○ちゃんまいろ紹介 

・別添「ちゃんまいろ」266号、267号ご確認ください。 

② ヒヤリハット報告 

・令和 5年 5月 16日から令和 5年 7月 15日分。ヒヤリハット件数 1件。 

詳細につきましては別添「ヒヤリハット報告書」をご確認ください。 



③ 自己評価報告 

    ・令和５年度の自己評価の報告をいたします。別添自己評価表をご確認ください。 

     尚、外部評価機関による訪問調査が 7月 27日に実施され、評価結果は 11月以降に皆 

様にご報告する予定となっています。 

④ 意見交換 

〇出席者 

 ・令和 5年 3月 24日発生の事故について意見を記載します。 

   人手や目の少ない中での転倒予防対策については、以前から大変なご配慮、ご苦労 

  をなさっていると思います。 

今回も、大きなケガになってしまい、受傷されたご本人にとっても辛い出来事でした 

し、事故発生時に立ち会ってしまった職員さんにとっても本当に辛い経験になってし 

まったと思います。 

できるだけ転倒事故とそれによる受傷は予防したい、でも少ない手と目では限界があ 

るという現状だと思います。 

この方は、以前から帰宅欲求の訴えがある方だったのでしょうか。訴えや行動が起こ 

りやすい時間帯や、何をしに自宅に帰りたいのか、そのアセスメントができていたら、 

防げていた事故かもしれないと思いました。 

転倒予防対策については、ほぼ全てのグループホームにおいて長い間課題になってい 

ます。 

ネットワーク会議で事例検討会議のテーマに取り上げても良いと思いました。 

［回答］施設スタッフ 

  受傷された入居者様について補足します。当時は歩行不安定で付き添いが必要な 

状態でしたが歩行能力の低下も顕著となり、車イスの使用が増えた所でした。帰宅要 

求が聞かれた時は、排泄の欲求がある時の場合が多かったのですが、認知機能の低下 

に伴い、車イスからの立ち上がりやベッドからの頻繁な離床が排泄の欲求と必ずしも 

一致せず手探りの状態でした。 

このようなケースが現場では多数あると思いますので情報交換により介護のヒント 

を頂ければ幸いです。 

 

 

以上 

 


